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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 15日 (2004.11.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 又 、 前 記 ハ ブ 本 体 １ ３ の 中 間 部 外 周 面 で 、 上 記 外 輪 ６ の 内 周 面 に 形 成 し た 複 列 の 外 輪 軌
道 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の う ち の 外 側 の 外 輪 軌 道 １ １ ａ に 対 向 す る 部 分 に は 、 内 輪 軌 道 １ ６ ａ を
形 成 し て い る 。 更 に 、 上 記 １ ３ の 内 端 部 に 形 成 し た 小 径 段 部 １ ７ に 、 こ の ハ ブ 本
体 １ ３ と 共 に 上 記 ハ ブ ８ を 構 成 す る 上 記 内 輪 １ ４ を 外 嵌 固 定 し て い る 。 そ し て 、 こ の 内 輪
１ ４ の 外 周 面 に 形 成 し た 内 輪 軌 道 １ ６ ｂ を 、 上 記 複 列 の 外 輪 軌 道 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の う ち の
内 側 の 外 輪 軌 道 １ １ ｂ に 対 向 さ せ て い る 。 こ れ ら 各 外 輪 軌 道 １ １ ａ 、 １ １ ｂ と 各 内 輪 軌 道
１ ６ ａ 、 １ ６ ｂ と の 間 に は 、 そ れ ぞ れ が 転 動 体 で あ る 玉 １ ８ 、 １ ８ を 複 数 個 ず つ 、 そ れ ぞ
れ 保 持 器 １ ９ 、 １ ９ に よ り 保 持 し た 状 態 で 転 動 自 在 に 設 け て い る 。 尚 、 図 示 の 例 で は 、 上
記 ハ ブ 本 体 １ ３ の 内 端 部 で 上 記 内 輪 １ ４ の 内 端 面 よ り も 内 方 に 突 出 し た 部 分 を 径 方 向 外 方
に 塑 性 変 形 さ せ る 事 に よ り 形 成 し た か し め 部 ２ ０ に よ り 、 上 記 内 輪 １ ４ の 内 端 面 を 抑 え 付
け 、 こ の 内 輪 １ ４ と 上 記 ハ ブ 本 体 １ ３ と の 分 離 防 止 を 図 っ て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 背 面
組 み 合 わ せ で あ る 複 列 ア ン ギ ュ ラ 型 の 玉 軸 受 を 構 成 し 、 上 記 外 輪 ６ の 内 側 に 上 記 ハ ブ ８ を
、 回 転 自 在 に 、 且 つ 、 ラ ジ ア ル 荷 重 及 び ス ラ ス ト 荷 重 を 支 承 自 在 に 支 持 し て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ２ ～ １ ３ は 、 や は り 請 求 項 ２ に 対 応 す る 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ６ 例 を 示
し て い る 。 本 例 の 場 合 に は 、 保 持 リ ン グ ３ ２ ａ の 外 周 面 の 複 数 個 所 （ 図 示 の 例 で は ４ 個 所
） 位 置 に 平 坦 面 部 ３ ６ 、 ３ ６ を 形 成 し 、 こ れ ら 各 平 坦 面 部 ３ ６ 、 ３ ６ に 、 そ れ ぞ れ 励 磁 部
３ ４ 、 ３ ４ を 複 数 ず つ 設 け て い る 。 そ し て 、 上 記 保 持 リ ン グ ３ ２ ａ の 内 径 側 に こ れ ら 各 励
磁 部 ３ ４ 、 ３ ４ を 励 磁 す る 為 の 励 磁 コ イ ル ３ ７ を 設 け る と 共 に 、 こ れ ら 各 ３ ４ 、 ３
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４ の 周 囲 に 検 出 コ イ ル ３ ５ を 配 置 し て い る 。 上 記 励 磁 コ イ ル ３ ７ へ の 電 力 供 給 は 、 車 体 側
か ら 無 線 に よ り 行 な う 。 そ の 他 の 部 分 の 構 成 及 び 作 用 は 、 上 述 し た 第 ５ 例 の 場 合 と 同 様 で
あ る 。
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